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海王星外の新遊星欝欝？
去る四月末日の全國新聞紙は
　　「シカゴ大門函丈學教室でば海王星の軌道の外部に新遊星が存在してみろtの
　　信念に基づき懸命になって永い間望蓮鏡だ覗き込んで夜の空な眺めて居たが漸
　　く其の正罪な獲倒し7こ・海王星電土星S天王星々一種不可思議の引力が軌道外
　　へ引毫寄ぜてるる事實it天文學者なして未妙見の天騰が前記諸星建共に天空な
　　遊行して居るミ信ぜしむるに至ったのである・（“7カゴ大學のヤーキース天丈壷
　　のフロスト教授は庇の問題の研究に專馴して高度の望耳鏡炬通じ精密な天艦爲
　　眞により薪遊星存在の正否為研究し7このであって，元エール大學教授W．Hビ
　　ij　））ング博f：itフロスト教授の説Ae支erし地球より稽々小型の遊星が海王星軌
　　道や天王星軌道の附近に存在する事な肯定してみる．又，同博士に水星よりも
　　太陽に接近曲る黙で一遊星が獲見されるかも知れないεの假説に基づき，Jpii［
　　リ，爲貫撮影を・してみる・）」
此の電文は米國のUnited　Press通信杜の陣したものであって，日本へ到
著して，誰が醗課したか知らないが，多少の誤りがある．しかし，意味は
可なり明瞭である．一自分が此の電報を見て，判定した眞意味は下記の通
りである．
　實は，太陽系の最も外部に位してみる海王星の，其のまだ外側に未知の
遊星があるかも知れない霊いふ事は，藪回天文學者ナこちの間に，可なり永
い以前から論議されてみるのであって，從って観測者側に於いても此の論
に導かれて多少の努力を携った入が無いでは無かった．例へば
　1877年末から1878年初まで米國Washington海軍天文肇でToddの夢想星を捜
　　し，1887年・英國の1・Robert匡Frobesの假想星な乙女座で爲眞により捜索
　　し，其の後1908年頃，南阿CaPe天文壷でもこれを捜索した・又1908年にほ南
　米Arequipa　dヒ来TatmtonミでPickeringの回想星「○」な爲眞捜索し，最近
　1919年に【i猫國Heidelberg天文墓でも此の「○」星な捜し7こ・
しかし皆無敷であった．叉，
　1850年十月十六，二十二半日［：米國Washington海軍天丈墓のFergusonが一
　遊星らしいものな認め，濁國のD’Arrestが隔れ存海王星外のもの亡推定し7こ
　　こ定もあり・1880年にば赤経11h40m赤緯十3。2）所にGreenwichの天文學者が
　一つの星な認め之れなForbesの假想星かS推定し才こ；t
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な♂もあるが，之れ等も後日に確認されなかつt．此うした多くの努力の
彿はれる元は，やはり第十九世紀中頃の海王星嚢見の時（「天界」第20號第
138頁，第82號第13頁参照）に於けるLeverrierやAdalnsの如く，純梓な
Newton式の藪理天文學から割り出して，既知大遊星の：不規則蓮動を頼り
にさぐり當てるやうな研究が行はれ＃結果であって，理論家言しては
　　　D．p．　Jodd氏．．。＿……（1877年十月爽衷。天王星の研究1：よリ）
　　　故C・Flammarion氏・・〈1879年より，長週期彗9．1：より）
　　　G．Forbes氏・…………〈1880年ミ】908年・長週期彗星の研究から）
　　　故H．Lau氏・・一…・…（1899年以後天王星ビ海王星の砺究によリ）
　　A．Gaillot氏……・……〈1909年．天王星の研究よリ）
　　　W・T・Carrig　an氏……（1909年・天王星の研究よリ）
　　W・H・Pickering氏…・・（1908年，1919年・天王星ミ彗星の研究より）
　　　T・J・J・See氏……一（1909年，1910年・天王星の研究より）
　　　故P・L・well氏・一…（1915年・天王星の所究より）
上記のうち，Pickering氏は本年三月號からPOPULAR　ASTRONOMY誌
上に戸々新しい観測材料によって此の問題を論じ始め，今までε同様に海
王星ミ天王星εの蓮動を吟味したばかりでなく，今回は更に土星の蓮動研
究から「海王星外の遊星」の軌道を著しい楕圓形のものε嚢表し，爾ほ其の
質：量や光輝等をも推論してみる．此れによるS此の未知星は
　　地球の約二分の一の質量な有し，
　　直川【エ糸勺6300哩（自pち10500キロ，　叉X2700里，　自i】ち地球（Z）8申開最），
　　光度に約12等級（但し，亭均密度ビアJVN“一ドた地球に等し亡假定す），
　　覗直径に約養秒
　　推算位置に
　　　　1928年二月一日にに　　　三月一日にに　　　四月一日にに
　　　　　　赤暴里　　8h56m　　　　　　　　　　　　　8h53m　　　　　　　　　　　　　　8h51m
　　　　　　赤緯　　十16．05　　　　　　　　　　　十16．05　　　　　　　　　　　　　十160．5
であって，本年は去る二月二二日に太陽ε封衝の位置に來た筈εなる．又，
軌道要素は
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印ち，之れによりPickehngは此の星の軌道の大きさが海王星の軌道の大
きさε同じであるミいふ結論に蓬したのであって，一・寸不思議な結果であ
るが，’此の如き例が我が太陽系には無いでは無い，帥ち，木星の第六衛星
ε第七衛星，叉同じ系統中の第八衛星ミ第九衛星εは其れ々々一封づN相
互に同じ大きさの軌道を持ってるゐ．
　POPULAR　AS　RTONOMYの本年四月號に糠れば，米aV　Harvard　College
天文皇では去る一月二十，二十一，二十二の三四にわたって；此の豫想遊
星を捜索する目的で，赤経ghom赤緯十1625のあたりに爲眞撮影をやつ
fけれさ，遽に目的の新遊星を二見するに至らす，結局，Pickrei㎎氏の推
算位置の2。似内には此の種の未知星が決して存在しない二εを謹明した．
掌れに封してPickering氏は，干し海王星の時の例を引き，當時：Leverrier
の推算位置は瞥見位置より52’も違って居り，Adamsの推算は更に大きく
て，2。27tも外れて居たのだから，今度の場合だつて多少の差違は止むを得
ないミ言ってみる．
　さて藪に飛來したのが前記の電文である．此の電文に糠るミ，登見は米國
シカゴ大學の天文学部自PちFrost教授の主裁するYerkes天文皇で行はれ
ナこものε見なければならない．電文にはFrost氏自身が獲辞したかの如く
書いてあるが，Frost’は此ういふtちの観測をする入でなく，衙ほ藪年前か
ら失明してみる．故に此の成功はVan　Biesbroeck教授か，叉はRoss教授
がやつkものε判断するのが二丁であらう．其のうちでもVan　Biesbroeck
氏の方が眞に近いらしい．何ミなればVan　Biesbroeck氏は李常からかの
「24吋」の反射鏡を二って小遊星や彗星の丁丁を働んでみる人であって，殊
に最近四，五年間は此の器械で度々新小遊星や彗星を登見してみるのは既
に世界周知のこミである．Ross氏はBruce察眞機を憺當してみる人であ
って，12等ぐらみの天盟ならば此のBruce．機で容易に撮影し得られるわ
けであるが，しかしRoss氏の怪怪の研究方面が遊星や彗星なSを捜索す
る方面でないのだから，こん曹の；場合にもRoss氏がやつtc仕事Sは考へ
にくい．
　ミにかく此の議見によって，天文學上に一つの名物星が噌し，シカ・ゴ大
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學の非常な名饗ミなったε共に，こんさの星は海王星S「双子遊星」を形成
してみる鮎に於いて，珍例であり，又，同時に，天艦力父上の新しい問題
を多く提供するものであり，倫ほ多くの彗星蓮動の研究にも可なり重大な
る影響を及ぼすものミ：思はれる，（山本）
　こNまで書いて藪日fこった時，自分は大阪毎日のシカゴ特電に
　L新遊星な登見ぜしこミなし1
こいふのを見少々驚‘’lt．して見るε，前の長文は何かの誤聞であったの
であらう．しかし自分は改めて原稿を書き直さうミは思はない．否，むし
ろ，此うした二二さま々々の電報が飛ぶ時代に，學界の表裏を二者に示し
て置くのも悪くないミ思ふ一ミにかく海王星外の未知星の問題は，既に
過去50年間，いろいろの人々によって論議されつxある問題である．観測
捜索も幾度か行はれてるる．しかし思ふに？も早や時機は可なり熟してみ
るのである．何時L獲見成功］の確實な電報が來ないsも限らない．昔し海
王星が獲見された時も，前後二十幾年の論議の後に，遽に機熟して門下さ
れたのであっテこ．
　海王星外の遊星については，本會創立獲會式の日，帥ち大正九年九月二
十五日，紀念講演ざして百濟理學士がL太陽系の櫨張］なる題によって話
されたこEがある．（L天界］第1巻第1三三15：頁）其の後，玄理二士はL天’
文月報1第15巻に可なり精しくL海王星外の惑星］ミいふ題で書かれた文が
あ．る．（五月七日，山本）
　　　　　　　　　　　わが『倉敷市』
　本會の経螢する天文台の所在地である岡山縣倉敷町は本年四月1日から
新ナこに市制を布くこミxなつナこ．同市のため喜ばしい次第である，言ふま
でもなく吾等のL倉敷天文毫1は，設立後爾ほ日が淺いに拘らす，日夜多く
の観覧者を吸引して，今や，此の新市の有名な名物ミなってみる．願くば，
市街の隆盛ε相引って，吾等の天文台も，學術進歩のkめ，叉，民衆の教
育のため，丁丁寸々嚢喧したいものである．
倉　敷　天　文　肇 2u5
??????????? ???? ??????
f
英國カルヴー製，我が國に現存する最優秀の鏡面な有するもの，（「天界」第75
號第262頁，BULLETIN第90號）此の一一lt本年四月倉敷市制開始記念に紹
介されナニもの・
